
【作】井上ひさし（INOUE Hisashi） 

作家・劇作家 1934 年、山形県東置賜郡川西町(旧小松町)生まれ。上智大学外国語学部フ

ランス語科卒業。在学中から台本を手がけ、放送作家として執筆活動をスタートする。64 

年には、NHK の連続人形劇『ひょっこりひょうたん島』(共作)の台本を執筆。その後、戯

曲、小説、エッセイの分野にも活動の場を広げ、直木賞をはじめ、讀賣文学賞、吉川英治文

学賞、谷崎潤一郎賞、菊池寛賞、など数多くの賞を受賞。主な戯曲に『日本人のへそ』『頭

痛肩こり樋口一葉』『父と暮せば』『人間合格』『組曲虐殺』など。ベストセラーには小説『ブ

ンとフン』『吉里吉里人』『四千万歩の男』『東京セブンローズ』、また『私家版日本語文法』

『コメの話』『本の運命』『井上ひさしの子どもにつたえる日本国憲法』などもある。 こま

つ座旗揚げは 84 年、多くの戯曲を書き下ろして旧作とあわせて上演。新国立劇場にも『紙

屋町さくらホテル』『東京裁判三部作』他を書き下ろす。戯曲『化粧』『藪原検校』『父と暮

せば』などは海外公演でも高い評価を得ている。01 年には「知的で民衆的な現代史を総合

する創作活動」で朝日賞を受賞。04 年文化功労者に選ばれる。09 年日本放送協会放送文化

賞。恩賜賞日本芸術院賞を受賞。09 年『ムサシ』『組曲虐殺』を書き下ろして上演。 10 年

「長年にわたり演劇界に多大な貢献をしてきた」ことにより読売演劇大賞 芸術栄誉賞を受

賞。同年故郷山形県より山形県県民栄誉賞受賞。2010 年 4 月 9 日永眠(75 歳)。 

 

【演出】栗山民也（KURIYAMA Tamiya） 

演出家 早稲田大学文学部演劇科卒業。主な演出作品に『GHETTO/ゲットー』『きらめく

星座』『海をゆく者』『組曲虐殺』『スリル・ミー』『ピアフ』『藪原検校』『アルカディア』『チ

ャイメリカ』『カリギュラ』『ゲルニカ』などがある。紀伊國屋演劇賞、読売演劇大賞最優秀

演出家賞、毎日芸術賞千田是也賞、朝日舞台芸術賞、芸術選奨文部科学大臣賞などを受賞。

新国立劇場では『今宵限りは...』『ブッダ』『キーン』『夜への長い旅路』『欲望という名の電

車』『ピカドン・キジムナー』『夢の裂け目』『ワーニャおじさん』『桜の園』『浮標』『夢の泪』

『涙の谷、銀河の丘』『世阿彌』『胎内』『喪服の似合うエレクトラ』『箱根強羅ホテル』『母・

肝っ玉とその子供たち』『夢の痂』『CLEANSKINS/きれいな肌』『氷屋来たる』『まほろば』

『雨』『マニラ瑞穂記』『あわれ彼女は娼婦』、オペラ『夕鶴』『蝶々夫人』を演出。新国立劇

場演劇研修所公演の演出に『アンチゴーヌ』『噛みついた娘』など。著書に『演出家の仕事』

(岩波書店刊)。新国立劇場演劇芸術監督を 7 シーズン務め、また 2005 年 4 月開所時より 

16 年 3 月まで新国立劇場演劇研修所所長を務めた。13 年春、紫綬褒章受章。 


